



















対象:当院看護師 4~5 年目の看護師 68 名と、各
所属 5名の 30歳代の看護師 98名。
調査期間:平成 16年 9月 10日~
平成 16年 9月 21日
アンケート内容:私生活の状況、勤務以外の役割、
看護職の継続意志 (4段階)と問題解決方法 (5段


















有効回答率は 4~5 年目 48 名 (70. 6%)、30









究発表以外に使用しない、内容の守秘、内容に同意 適度なストレス状態の割合は 4~5 年目は約
できる方、と明記した「調査研究のお願い」を配布 50 % (23名)であったのに対し、 30歳代は約
し、同意を得た人に調査を行った。 30%(23名)であった。それぞれの年齢そ適度な
調査方法:以下の項目について、私達と同じ経験年 ストレス群と過度のストレス群に分け、マンテルー
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